
8月定例教育委員会

資糊報告

O資料報告一覧

・若年者ものづくり競技大会における本県高校生の活躍について

(高校教育課)

・文化部活動における本県高校生の活躍につしヽて

(学芸文化課)

。第37期第 3 長崎県社会教育委員の会議結果について
(生涯学習課)

※資料配布での報告とさせていただきます。
※御質問があれば、往l連絡ください心
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高 校 教 育 課

件  名 若年者ものづくり競技大会における本県高校生の活躍について

概  要 1 長崎工業高等学校
(1)大 会 名 等
「第 18回若年者ものづくり競技大会」
(主催 :厚生労働省、中央職業能力開発協会)

(2)成  績
機械製図 (CAD)部 F日 【参加選手数 :22名】
金賞/厚生労働大臣賞 長崎工業 機械科 2年 佐舗 真斗
木材力日工部門 【が加選手数 :14名 】
金賞/厚生労働大臣賞 長崎工業 インテリア科 3年 南  夢果‐
電子回路組立て部門 【参加選手数 :22名 】
銅賞        長崎工業 情報技術科 3年 白石 将大
電気工事部門 【参加選手数 :21名】 !
銅賞        長崎工業 電子工学科 3年 船山  健
建築大工部門 【参加選手数 :32名 】
銅賞        長崎工業 建築科 3年 糸山 琉児
自動車整備部門 【参力日選手数 :17名 】
銅賞        長崎工業 機械科 3年 池田 浩輔
ウェブデザイン部門 【参加選手数 :22名 】
敢闘賞       長崎工業 インテリア科 3年 森野菜々実

(3)内 容 等
大会 日程
大会会場

競技課題

:8月 1日 ｀ 2日
:ツインメッセ静岡
機械製図 (CAD)、 電子回路組立て、電気工事、木材加工、
建築大工、自動車整備、ウェブデザイン
静岡県立工科短期大学校静岡キャンパス

旋盤
:機械製図 (CAD)部 F日
課題図の指定された部品の製作図を CADシステムで作成
木材加工部門
図面に示されている課題 (小いす)を製作
電子回路組立て部門
組立て基板の製作と制御プログラムの制作
電気工事部門
単本目100V電灯およびコンセン ト回路の施工
建築大工部門
現寸図を描き(木ごしらえ、墨付け及び組立てを行 う
自動車整備部門
エンジン 。電気装置故障診断等の 5つの課題に取 り組む
ウェブデザイン部門
競技課題に基づきウェブサイ トの設計、構築
旋盤部門
課題図に示される部品の製作
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概  要 そ の 他 :15部門で開催
メカトロニクス、機械製図 (CAD)、 旋盤、フライス盤
電子回路組立て、電気工事t木材力日工、建築大工、
自動車整備、ITネ ットワークシステム管理、
ウェブデザイン、業務用 ITソ フトウェア 。ノリューションズ
グラフィックデザイン、ロボットツフト組込み、造園
(本県から機械製図 (CAD)、 旋盤、電子回路組立て、電気工事、
本材力日工、建築大工、自動車整備、ウェブデザインに出場)

この競技大会は、本県の工業高校生は過去 26名 の生徒が金賞
を獲得しています。

固 無 障 金書 (壌 1備 | 編と (襲 ,嗣 鋼強 (筆8曲 改闘養 橋劇善
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自璽l華望館

重8 ‖3⇔ フライス盤 純鐵 本材加工
爆隠烈_国 1む鶯

'本材加工
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悟臓騨国16蠅,
フライス選

｀

本材加工
自動車整購

電気工事 腱!盤

1再 H28
フライス蜜
本材加工
自動車整鯖

本材力BI 1鞭劇圏iC鱚
'

1(〕 H27
フライス馨
本材加工
自動車望鯖

髄璧 本村加工

9 ‖26 自動軍盤鯖 ネ材勾BI
(2呂入養 ,

フライス盤

S 料25 フライス賤
本材加工

自動車堅l備 建筆大工

7 期24 自動車整鯖
本材加工

電気工事

6 樹28 自動車整備
5 ‖22 自動車整備

4 H21 電気工事 電子回瑶粗立

(ヨ 十→2(〕 電気工事 自動車整備

2 H18 受首ると,

1 H17 建軍大工
累計 26名 11呂 12S 8岳 2名
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学芸文化課

件  名 文化部活動における本県高校生の活躍について

概 要
1 第47回全国高等学校総合文化祭 (2023か ごしま総文)
。大会名 :第 47回全国高等学校総合文化祭 鹿児島大会
・ 会 期 :令和 5年 7月 29日 (土)～ 8月 4日 (金)の 7日 間
。会場地 :鹿児島県内  |
,本県からの参加生徒数 20部門 35校  337名
。表彰がある部門での主な成績     i
(1)個 人

(2)団 体

部門・種目等 学校名 。学年 氏 名 結果等

弁 論 青雲高等学校 3年
バンダービーン

耕愛
最優秀賞

文部科学大臣賞

放 送 アナウンス 諌早高等学校 2年 善会 美幕 優秀賞

部門 。種目等 学 校 名 部 名 結果等

マーチングバンド

パ トントフリング

マーチンク
｀
ハ
゛
ント
や
西陵高等学校 吹奏楽部 講評者特別賞

パレー ド マーチンク
゛
ハ
゛
ント
゛
西陵高等学校 吹奏楽部 ク

゛
ッドアヽ
°
レード賞

自然科学 ポスタい(パネルl発表 長崎北陽台高等学校 生物部 奨励賞

新  聞

西陵高等学校 新聞部 優秀賞

長崎南高等学校 新聞部 優良賞

長崎日本大学高等学校 新聞部 奨励賞
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2 全国高校放送コンテスト
。大会名 :第 70回 NHK杯全国高校放送コンテスト
・ 会 期 :令和 5年 7月 25日 (火)～ 27日 (木 )
。 会 場 :東京都渋谷区NHKホール、国立オリンピック記念青少年総合センター
。主な成績

(1)個 人

部門名 学校名・学年 氏 名 結果等

アナウンス

諫早高等学校 2年 苦賀 美幕 優勝

長崎北陽台高等学校3年 川添 藉養 優良賞

諫早高等学校 3年 中山 緒≧ 優良賞

朗   読

長崎北l易台高等学校3年 高山
―
撃 優良賞

長崎北陽台高等学校3年 小川 みなみ 優良賞

島原高等学校 3年 吉岡 各珠 優良賞

(2)団 体

部門名 学校名 。学年 部 名 結果等

ラジオドキュメント
長崎商業高等学校 放送部 制作奨励賞

西陵高等学校 放送部 制作奨励賞

テレビドキュメント 諫早商業高等学校 放送部 入 選

(参考 )

(1)表彰数
菩下  F日 優 勝 準優勝 優秀賞 優良賞 入 選 制作奨励

アナウンス 1 1 2 6 50

朗 読 1 1 2 6 50

ラジオドキュメント 1 1 2 6 10 20

テレビドキュメント 1 1 2 6 10 20

創作ラジオドラマ 1 1 1 2 5 10

台‖作テレビドラマ 1 1 1 2 5 10

(2)参加数
都道府県大会参加数 I

全国大会参加数

参加校数 1,426校 522校

アナウンス部門 3,048名 294名

朗読部門 5,056名 294名

ラジオ ドキュメント部門 337作品 176作品

テレビドキュメント部門 456作品 188作品

倉1作ラジオ ドラマ部門 523作品 97作品

創作テレビドラマ部門 354作品 96作品
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過去5年間の受資状況(コンクール形式 )

令和4年度 令和5年度部  門 令和元年度
令和2年度
(Web総文※) 令和3年度

講評者特別賞
(佐世保東翔・吹築楽部)

諮評者特
=l黄(西陵・吹姿楽部)

マーチングバンド

アヽドントワリング

詰翼者特Bl贅
(西 1慶・ 吹築楽部)

諮評音特月u費
(佐世保東翔・吹美楽部 )

グットパレード賞
(西陵・吹葵楽部)メヽレード

ド蛍 ,

・ 吹葵楽部)
グットメくレー
(佐世保東翔

グットパレード賞
(佐世保東翔・ 吹婆楽部)

最優秀賞
(大村・理科部)
文化庁長宮賞
(長崎北陽台・生物部)

最優秀賞
(長崎西 生物部)

奨駒賞
(長崎北陽台 生物部)自然科学

奨励賞
(長崎西・ 生物部)
(長崎北陽台・生物部)

演  劇

日本音楽
文化庁長官賞
(佐世保南・邦楽部)

郷土去能

特BU費
(西海学園 畑人)

文化庁長宮賞・ 奨団l賞
(西海学園 個人) l巨人)

特別賞
(西海学園

特別賞
(西海学園 個人)と  遭

写  真
奨屈l賞

(長崎南・個人)
(佐世保北・ 1団人)

個人)
奨励賞
(佐芭保西

優蒼策
(夫付・ l団人)
(長とも工業・放送部)
文化庁長宮賞
(長崎県・ 総合)

優秀賞
(諌早・個人)放  送

優秀賛
(大村・ 個人)
(長崎西・ l固人)

優秀賞 (大村・ l固人)
優る歯
(長崎西・ l固人)
(長崎西・ 放込部)

囲   碁

5位
(佐世保南 個人 )

将  模

個人)
優良賞
(波佐見

最優秀策
(青雲・ 1団人)弁  論 優秀賞 (長崎南・ 1日人)

優良賞 (波佐見 ,l固人)
優良賞 (大村・ l団人)

小倉百人一首かるた

新   聞

優蒼賞
(長崎工業・ 新間部)
優良賞

(長崎南 i新聞部)
(西陵・ 新田I部 )

(長崎南 。新間部)

優良贄
(西陵・ 新問部)
(長崎工業・ 新間部)

優考賞
(長崎南 新間部)

優秀賞
(長 L衛南・新聞部)
優良質
(西陵・ 新聞郎)
(長崎工業・新聞部)

優毒賞
(西陵・新間部)
優良賞
(長崎南・新聞部)
奨励黄
(長崎日本大学・新聞部)

8計 13 5 10 13

※令和2年度は新型コロサウイルス感染症の影響でインターネットでの発表・交流。審査項目は、4音B閣のみ (写真 ,新聞・放送・書道)

コ

きB   F日 令和元年度
令不B2年度

(新型コロサウイルス感染症
の影響で中止)

令和3年度 令和4年度 令和5年度

アナウンス

優秀賞
(大村・ l匿十人)
(長 l癒南・ lttl人 )
優良賞
(諌早・ l固人)

優蒼賞
(諌早・ l固人)
優良蛍
(大村 。1団人)
(活水・ l匿人)

優良賞
(諫早・ 個人)
(長崎北・ 個人)
(活水・ 個人)

優勝
(諌早・個人)
優良費

(長崎北陽合・個人)
(諌早・個人)

朗  読

率優勝
(長とも日大・個人)
優良賞

(長と筍北・ l団人)
(長崎西・ l回人)
(長崎東・個人)

優秀費
(央村・ l回人)
優良堂

(長崎西・ 個人)
(島原・ l固人)

優良賞
(長崎北陽台・ l固人 2名 )
(島原・個人)

ラジオドキユメント

優良費
(長崎工業
入選
(長崎西・

・放送部)

0え込都)

入選
(長崎南・放送部)
(長崎西・放送部)
(諫早商業・ 放込割)

制作奨励賞
(長崎商業・放込部)
(西陵・ 放送部)

テレビドキュメント 制作奨励賞
(島原・ 放込部) /

優良黄 (島原・放送部)
製作奨屈l費 (諌早東・放送
部 )

製作奨励質 (長崎西・ 放送部)
入選

(諌早商業・放送部)

倉I作ラジオ ドラマ

入選
(島原・ 放送部)
制作奨励蛍
(長崎北・ b文送割) /

倉ll作テレビ ドラマ /

計 10 O 9 司O 9
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□第47 全国高等学校総合文化祭 (2023かごしま総文)入賞状況
8月9日 17」くl呪在

エントリー数

1/75

1/1コ ・ 4

備   者

演題 剛magine」
※本県勢の最優秀賞は24年dり

タイトル「日本一の諌早たまねぎ」

生徒氏名

バンダービーン 新愛

古賀 美希

学校名

青雲高等学校

県立諌早高等学校

賞

最優秀賞 (1位)
文部科学大臣賞

優秀賞 (1位 )アナウンス部門

き8     P目

弁 論

放 送

2

，
６
Ｉ

エントリー数

1/22

1/22

4/45

6/139

13/139

43/139

備   者

マーチングバンド部門受賞校4校

マーチングバンド部門受賞校5校

ポスター (パネル)発表音B門奨励賞受賞校5校
フトヘナタリの「表現型可塑性」に関する研究

第27回全国高校新間年間紙面審査賞
入賞校42校及び奨励賞校19校
(参加校139校 )

部名

E欠奏楽部

日欠奏楽部

生物部

新間部

学校篭

県立西陵高等学校

県立西I愛高等学校

県立長崎北陽合高等学校

県立西陵高等学校

県立長崎南高等学校

長崎日本大学高等学校

賞

講評者特月」賞 (1位 )

グッドパレード賞 (1位)

奨励賞 (4位 )

優秀賞 (6位)

優良賞 (13位 )

奨励賞 (43位 )

マーチングバンド部門

マーチングバンド部門

ポスター (パネル)き BP日

著お      F∃

マーチングバンド

パトントワリング

パレード

自然科学

新  間



生 涯 習課

件  名
第37期第3回長崎県社会教育委員の会議結果について

概  要

2

1 開催日

令和 5年 6月 27日 (火)13:30～ 16:60

出席者

社会教育委員 16名  生涯学習課 11名
人権・同和対策課 2名  長崎図書館 1名
県青少年育成県民会議 1名

協議事項

地域総がかりでの家庭教育支援の推進

4.協 議内容 (概要 )
F地域総がかりでの家庭教育支援の推進」※委員の主な意見

○ 地域の人を知 り、活動を知ることが地域を知ることであり、
だれもが当事者意識をもつて主体的に取 り組めるような活動の

推進が必要。

① 地域住民による学校を核とした地域づくりやヽ地元企業と連
携した地域学校協働によって多世代の大人がつながるのではない

か 。

① 地元企業との連携は、子どもが将来地域と関わりをもち続け
るもとになると考えられる。地元を離れる子どもが地元に戻つて

くることにもつながる。

O Well―being(ウ ェルビーイング)の視点から、銀護者や子ど
もをはじめ、家庭、地域の人や団体が本当に必要としていること

を理解し、互いを尊重し合えるようなつながりを構築してほしい。

など

3

Ｌ
Ｅ
７
た

ー

ヘ

1

熟
碇 'ゴ
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